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前
か
る
た
大
会

名
が
参
加
）

協
会
わ
函
薔
正
霰
瑯
点
に

六
月
十
四
日
・
ニ
十
一
日
の
両
日
、
第
三
十
三
回
小
倉
百
人
一

首
か
る
た
大
会
（
主
催
1
1

宗
像
大
社
、
全
日
本
か
る
た
協
会
、
主

管
1
1

九
州
か
る
た
協
会
、
後
援
1
1

宗
像
市
教
育
委
員
会
）
が
、
清

明
殿
・
斎
館
で
開
催
さ
れ
た
。

大
会
一
日
目
、
十
四
日
は
小
・
中
・
高
校
生
を
中
心
に
約
一
三

0
名
が
参
加
し
、
D

級
、
初

心
者
、
シ
ニ
ア
級
で
試
合

が
行
わ
れ
た
。
各
級
と
も

に
静
寂
の
中
息
詰
ま
る
熱

戦
が
夕
刻
ま
で
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

大
会
二
日
目
、
二
十
一

日
は
、
A
.
B
.
C

級
（
有
段

者
）
の
試
合
が
行
わ
れ
、
九

州
は
勿
論
、
遠
く
関
西
•
関

東
か
ら
も
実
力
者
が
そ
ろ

い
約
一
三
0
名
が
参
加
す

る
中
、
高
い
レ
ベ
ル
の
試

合
が
行
わ
れ
た
。 ー一竺）

宗

この幸せな日々が、

ずっと続いていくために。

私たちは、地球に古くから存在する

様々な資源と向き合ってきた会社。

だからこそ知恵を出し合って、

人と地球にもっともっと

貢献しなければならないと思っています。

人間が、豊かな感情をわかちあいながら、

地球に学び、地球と共存していくために。

子どもたちの子どもの、

そのずっと先も、

私たちがこの星で界らしていくために。

出光は最先端の技術で、

循環型社会をつくっていきます。

＊丸

ほっと安心、もっと活力、きっと満足。出光の約束 戸ラ出光人
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人事異動（神職） 8月 1 日付で人事異動を下記の通リ行いました

特
に
高
段
者
が
参
加
す
る

A

級
は
実
力
が
伯
仲
し
、
激
し
い

攻
防
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、
東
大
か
る
た
会

の
石
塚
量
見
氏
が
接
戦
を
征

し
、
見
事
初
の
栄
冠
を
勝
ち
取

っ
た
。

大
会
前
に
は
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
も
懸
念
さ
れ
た

が
、
大
会
関
係
者
・
選
手
総
勢
二

六
0
名
が
一
致
協
力
し
盛
大
裡

に
大
会
は
無
事
終
了
。
互
い
の

健
闘
を
称
え
合
い
、
再
開
を
誓

っ
て
大
社
を
後
に
し
た
。

司
宜

” 

宮
禰

高
堤
葦

” 
権禰宜

渡
杉

丸
彦

佐々木

// 

// 

中
坂
御

向
'
.
津

邊
山

原
本
床

正
幹

秀
安

大
裕

直

大
長
壱

塚
友
岐

宗

貞
貴

松

吉

林
野

出 仕 日
鈴
訟

品

木
越

庸
祥
裕

秀
宏
之

ム
口

ヽ

I

生
敬
之

延

ム
口

ヽ
J

寿

拓
理

介
裕
介

神宝館々長

文化財管理事務局長
庶務部長

海洋分局長
社務本局長
氏子青年会事務局長（兼）
経理部長
祭儀部長

宗像護国神社管理主任（兼）
宮司兼務社管理主任（兼）
祭儀部儀式課主任
氏子会幹事（兼）

経理部用度課主任
宗像大社菊花会事務局長（兼）
海洋分局主任（中津宮）
祭儀部賽務課主任

氏子会幹事長（兼）
氏子青年事務局員
庶務部広報課主任
宗像大社歌会担当（兼）
経理部会計課主任

主基地方風俗舞保存会事務局長
庶務部庶務課主任
氏子会幹事（兼）
宗像大社菊花会事務局員（兼）
庶務部庶務課員

宮司秘書（兼）
経理部用度課員
氏子会幹事（兼）
主基地方風俗舞保存会事務局員（兼）
祭儀部儀式課員
氏子会幹事（兼）
祭儀部賽務課員
宗像大社菊花会事務局員（兼）
祭儀部犠式課員
氏子青年会事務局（兼）

第33回全国かるた競技宗像大会成績表
.............................................................................................. 

·訊’趾譴優勝石塚量見（東京大学かるた会）
準優勝秋澤孝佳 （神戸大学かるた会）
3 位 中田 聖奈 （島根県かるた協会）
3 位森 達哉（東京大学かるた会）

.............................................................................................. 
·紬9年遷優勝徳田有紗（鹿児島県かるた協会）

準優勝束前 愛（熊本県かるた協会）
ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ.. ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••·•••••••••• ·公9年譴優勝江藤咲月（熊本県かるた協会）

準優勝野村美樹 （島根県かるた協会）
.............................................................................................. 
·且訊凪ぽ霜
Aパート 優勝大久保潤
Bパート 優勝山本 健
Cパート 優勝谷口絢香

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
・退饂囮晶羅越譴
中学生以上 (18名）

小学生 (24名）

シニア級 （ 11 名）

優
優
優

勝
勝
勝

古賀由美子
石谷あさひ
藤木美千子

（筑紫女学園中学校•福岡県）

（九州大学・福岡県）

（福岡中央高校・福岡県）

（若菜会・福岡県）

（三芳かるた会・大分県）

（行橋かるた会・福岡県）

亡ニフ

株式会社奈斤出光 〒812-0036 福岡市博多区上呉服町 1 番 10号 TEL(092)291-4134 
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]
難
事
故
の
無
い
よ
う
に
、
大
勢
の
方
々
が
．
各
海
水
浴
場
は
夏
休
み
が
始
め
る
と

i
宗
像
の
海
を
訪
れ
る
よ
う
に
と
敬
虔
な
大
勢
の
人
で
賑
わ
う
が
、
例
年
高
波
な
ど

]
祈
り
を
捧
げ
た
。
で
危
険
な
目
に
遭
わ
れ
て
い
る
方
が
多

六
月
二
十
九
日
、
神
群
宗
像
に
夏
の
行
一
神
湊
で
の
神
事
が
終
了
す
る
と
、
神
職
数
い
る
と
の
事
。

楽
シ
ー
ズ
ン
を
告
げ
る
海
開
き
神
事
が
、
i
が
二
手
に
分
か
れ
、
深
浜
長
き
に
亘
り
玄
界

宗
像
観
光
協
会
（
会
長
1
1

吉
武
邦
彦
氏
）
、
こ
澗
岸
、
鐘
崎
漁
港
、
五
月
ぺ
＼
灘
を
見
て
き
て
い
る

玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合
（
組
合
長
1
1

原
重
：
松
原
、
江
口
浜
（
江
口
）
、
宿
泊
先
の
方
や
地
元

司
氏
）
主
催
で
執
り
行
な
わ
れ
た
°
]
曲
浦
海
岸
（
津
屋
崎
）
な
し
＂
、
関
係
者
の
方
々
の
注

午
前
十
時
、
葦
津
祢
宜
以
下
神
職
二
名
一
ど
、
市
内
の
各
海
水
浴
場
意
を
軽
視
せ
ず
、
宗
像

が
出
向
。
生
憎
の
雨
模
様
と
な
っ
た
為
、
i
へ
向
か
い
清
祓
を
行
な
．
｀
人
の
海
水
浴
場
で
楽
し

急
速
玄
海
魚
市
場
で
祭
壇
を
組
み
、
宗
像
・
い
す
べ
て
の
神
事
を
終
．
＾
い
夏
の
思
い
出
を
作

観
光
協
会
、
玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合
、
神
・
え
た
。
”
ァ
つ
て
頂
き
た
い
。

湊
飲
食
店
組
合
（
会
長
1
1

安
部
修
市
氏
）
‘
r…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
(
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
,
.

水
難
救
助
所
（
所
長1
1永
島
一
清
氏
）
ら
、
一
福
岡
県
神
社
庁
癖
炉
傘
李
命
t
伽
で
締
｛
胡
判
ム
ぢ
呵
四
婢
明

海
に
関
わ
る
関
係
者
が
多
数
参
列
し
、
海
忙
'
d
9
,
·
9
9

ー
ー
＇
ー

~
1
7
-
I
＇
~
七
月
二
日
当
大
社
斎
館
で
、
福
岡
県
神
ー
っ
た
。

昏
-
亡
仕
庁
雅
楽
部
会
主
催
の
雅
楽
定
例
練
習
·
受
講
生
は
笙
．
箪
築
・
龍
笛
の
三
管
に

i~
1
}

会
が
夕
刻
五
時
よ
り
行
わ
れ
た
°
·
別
れ
、
参
加
者
の
希
望
に
よ
り
平
素
神
社

ひ
ょ
う
じ
ょ
う

~
福
岡
県
神
社
庁
雅
楽
部
会
は
、
県
内
の
]
の
祭
典
で
奏
で
ら
れ
る
曲
調
（
平
調

~
こ
き
ょ
く

~
神
社
又
は
関
係
者
が
雅
楽
の
奏
上
技
術
五
曲
）
を
中
心
の
練
習
会
と
な
り
、
日
頃

~
の
研
鑽
・
護
持
・
継
承
を
目
的
に
福
岡
県
神
前
結
婚
式
や
月
次
祭
で
奏
上
し
て
お

？
神
社
庁
内
に
設
立
さ
れ
、
現
在
は
約
五
十
り
、
平
素
疑
問
に
感
じ
て
い
た
部
分
を
質

~
名
の
会
員
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
i
問
し
た
り
、
気
付
か
ず
に
つ
い
た
癖
な
ど

~
こ
の
定
例
練
習
会
は
、
福
岡
県
内
の
神
：
を
講
師
の
先
生
方
に
指
摘
を
受
け
、
奏
上

~
社
で
ニ
ヶ
月
に
一
度
持
ち
廻
り
に
て
開
i
技
術
の
向
上
を
計
っ
た
。

ニ
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
当
大
社
の
当
番
夕
刻
八
時
に
は
、
境
内
も
暗
く
な
り
尊

~
と
な
り
開
催
の
連
び
と
な
っ
た
。
厳
な
雅
楽
の
調
べ
が
境
内
に
響
き
渡
っ

~
当
日
は
夕
刻
と
い
え
ど
も
、
暑
さ
大
変
．
て
い
た
が
、
当
日
の
講
習
会
は
終
了
と
な

立
敵
し
か
っ
た
も
の
の
、
県
内
か
ら
多
数
の
っ
た
。
今
回
の
講
習
会
で
勉
強
・
研
鑽
し

｝
会
員
の
参
加
と
な
り
、
当
社
の
神
職
も
多
た
事
が
各
神
社
の
祭
典
奉
仕
で
ぜ
ぴ
生

亡
奴
参
加
し
有
意
義
な
雅
楽
講
習
会
と
な
：
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

J 
JR九州

カ
イ
サ
n
J
も
。

ス・・J l と
ゴー！！

カ
イ
モ
J
も
。

SUBEコロSUGOCAは駅やお店で使えるJ R九州の便利な IC カードです。

福岡•佐賀を中心に 125駅でご利用できます。

ご利用
可能エリア

+SUGOCAは利用可能エリア内でのみこ利用い

尾 ェリア外への乗り越しはできませんので、ご注意ください。

回綿巨l

http ://www.su goca.jp霞遠
くわしくはSUGOCAホームページで
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し
た
。

三
十
六
歌
仙
．

図
扁
額
と
は
、
~

一
面
の
板
に
三
一

去
る
四
月
一
日
ー
六
月
一
日
に
か
け
一
十
六
歌
仙
の
一
歌
人
の
姿
と
歌
を
描
き
i

て
、
当
大
社
所
蔵
の
五
組
の
三
十
六
歌
二
二
十
六
面
を
一
組
と
し
た
も
の
で
あ
[

仙
図
扁
額
を
紹
介
す
る
特
別
展
が
当
大
i
る
。
一
二
十
六
歌
仙
は
平
安
時
代
後
期
の
~

社
神
宝
館
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
扁
二
歌
学
者
藤
原
公
任
が
選
ん
だ
当
代
の
優
一

額
は
桃
山
ー
江
戸
時
代
に
当
社
へ
奉
納
一
れ
た
歌
人
三
十
六
人
で
、
各
歌
人
の
歌
]

さ
れ
た
も
の
で
天
正
年
間
一
組
と
江
戸
：
と
姿
は
鎌
倉
時
代
か
ら
巻
物
や
色
紙
に
一

時
代
四
組
が
あ
る
。
各
扁
額
は
奉
納
者
、
一
盛
ん
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
室
町
一

奉
納
の
背
景
や
意
図
、
制
作
に
携
わ
っ
]
時
代
以
降
、
三
十
六
面
の
扁
額
の
形
式
一

た
書
家
、
絵
師
が
異
な
り
、
制
作
当
時
の
·
で
寺
社
へ
奉
納
さ
れ
た
。
奉
納
後
は
、
主
一

当
大
社
を
め
ぐ
る
人
々
の
関
係
や
動
向
]
に
‘
歌
人
が
左
右
に
分
か
れ
て
歌
を
詠
ニ
ホ
し
た
。

う
た
あ
わ
せ

が
う
か
が
え
る
大
変
貴
重
な
歴
史
資
料
]
み
あ
う
平
安
時
代
の
歌
合
の
形
式
で
、
一
延
宝
八
年
（
一
六
八

0
)に
福
岡
藩
主

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
代
に
活
躍
し
．
左
右
に
十
八
人
ず
つ
並
べ
て
拝
殿
に
飾
」
第
三
代
黒
田
光
之
が
奉
納
し
た
扁
額

名
を
轟
か
せ
た
狩
野
派
画
家
の
重
要
な
：
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
は
、
書
は
持
明
院
碁
時
、
絵
は
狩
野
安
信

作
例
も
含
む
こ
と
か
ら
美
術
作
品
と
し
]
当
大
社
の
扁
額
で
最
古
の
も
の
は
、
~
の
作
品
。
本
扁
額
は
唯
一
、
奉
納
後
に
辺

て
も
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
・
天
正
年
間
(
-
五
七
三
ー
九
一
）
に
最
後
]
津
宮
本
殿
の
内
陣
に
納
め
ら
れ
た
た

は
く
ら
く

今
回
、
こ
れ
ら
を
初
め
て
一
斉
に
公
開
一
の
宗
像
大
宮
司
氏
貞
が
奉
納
し
た
と
伝
：
め
、
風
雨
に
よ
る
顔
料
の
剥
落
な
ど
が

わ
る
扁
額
。
一
ほ
と
ん
ど
な
く
当
時
の
色
鮮
や
か
さ
が

書
は
聖
護
院
今
も
保
た
れ
て
い
る
。
一
二
十
六
面
の
う

小
道
澄
、
絵
に
．
ち
二
十
八
面
を
展
示
し
た
。
光
之
が
貞

町I
J
刷
つ
い
て
は
狩
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
辺
津
宮
拝
殿
に

野額
奉
扁
之
野
永
徳
か
、
奉
納
し
た
別
の
扁
額
も
全
三
十
三
面
の

た
光
っ
田
も
し
く
は
息
う
ち
四
面
を
展
示
し
た
。

ら
黒さ
洋
子
の
光
信
と
こ
の
他
、
光
之
の
重
臣
で
江
戸
時
代

を
）延

す
る
二
説
が
の
一
流
文
化
人
と
し
て
知
ら
れ
る
立
花

気
宝

人
（々

あ
る
。
全
三
実
山
が
元
禄
十
三
年
（
一
七

0
0
)に
中

の

十
五
面
の
う
．
津
宮
に
奉
納
し
た
扁
額
、
当
大
社
の
「
両

人

ち
八
面
を
展
]
珊
氏
子
」
た
ち
が
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）

特
別
展
『
歌
人
芦
3ち
の
競
函
箆
を
開
催
5

s

＿
＿
一
十
六
歌
仙
図
扁
額
を
一
堂
に
初
公
開

S

e
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に
奉
納
し
た
扁
額
も
公
開
。
前
者
は
一
―
―

十
六
面
の
う
ち
八
面
、
後
者
は
全
三
十

三
面
の
う
ち
八
面
を
展
示
し
た
。

会
期
中
は
多
く
の
来
館
が
あ
り
こ
好

評
を
頂
い
た
。
拝
観
者
に
は
書
、
絵
画
、

歌
を
趣
味
や
生
業
に
す
る
方
、
学
術
研

究
者
が
め
だ
っ
た
が
、
拝
観
リ
ピ
ー
タ

ー
や
展
覧
会
ポ
ス
タ
ー
を
欲
し
が
る
熱

狂
的
な
方
も
い
た
。
本
展
覧
会
は
扁
額

の
学
術
的
意
義
だ
け
で
な
く
、
当
大
社

の
輝
か
し
い
歴
史
の
一
端
と
宗
像
一
子
一
女

神
の
神
威
の
尊
さ
を
理
解
い
た
だ
＜
有

意
義
な
機
会
と
な
っ
た
。
こ
の
度
の
開

催
に
あ
た
り
こ
協
力
賜
っ
た
方
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

巫
女
神
楽
舞
講
習
会

[t

r
t

1—— 
.

.

 

七
月
九
ー
十
一
日
迄
の
三
日
間
、
神
社
導
頂
き
、
舞
う

音
楽
協
会
よ
り
磯
部
恵
子
先
生
を
お
迎
機
会
の
少
な

え
し
、
巫
女
十
四
名
が
浦
安
舞
・
悠
久
舞
い
為
か
、
苦
戦

と
い
っ
た
神
楽
舞
の
指
導
を
受
け
た
。
し
な
が
ら
も

期
間
中
は
午
前
九
時
よ
り
十
七
時
、
又
懸
命
に
取
り

勤
務
終
了
後
も
午
後
九
時
頃
ま
で
と
、
温
組
ん
で
い
た
。

習
は
行
わ
れ
る
も
奉
職
巫
女
全
員
疲
れ
磯
部
先
生

を
見
せ
ず
し
っ
か
り
と
講
習
に
励
ん
で
の
丁
寧
、
且
つ

い
た
。
又
、
「
悠
久
舞
」
は
昨
年
よ
り
こ
指
繊
細
な
こ
指

_
:
]
導
に
よ
り
「
普

一
段
気
付
か
な
い
癖
な
ど
を
し
っ
か
り
と

一
直
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」
と
、
と
て
も

L
-
]
0

蒻
な
温
習
に
な
っ
た
様
子
で
あ
っ

＿
磯
部
先
生
の
御
言
葉
で
「
舞
と
い
う

う
の
は
上
手
い
下
手
で
は
な
く
、
神
様

．
に
対
し
て
お
仕
え
し
て
い
る
と
い
う
姿

勢
を
み
せ
る
事
が
最
も
大
切
で
あ
り
、

気
持
ち
の
こ
も
っ
て
い
な
い
舞
だ
け
は

絶
対
に
舞
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
巫
女

ら
は
今
ま
で
以
上

に
奉
仕
に
力
を
入

れ
る
と
意
気
込
み

を
み
せ
、
三
日
間

と
い
う
有
意
義
な

講
習
会
を
終
え

た
。

”九州電力
ずっと先まで明る＜したい。
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私たちは生活者の立場で考え、顧客の立場で行動します。
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トータルなステージで「デザイン」の力を発揮し顧客の企業価値の創造のお手伝いします。

本社

福岡市博多区網場町2-2

福岡第一ピル 1F 〒812-0024

Tel 092-291-8801 Fax092-291-8805 

東京事務所
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九段中坂ピル3F 〒 102-0073
Tel 03-3221 -1 735 Fax03-3221 -1 736 
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十
月
に
行
う
新
潟
で
の
漂
着
物
学
会
の
下

見
で
、
JR
で
名
古
屋
、
長
野
を
経
由
し
て
直

江
津
か
ら
会
場
の
新
潟
県
・
柏
崎
ま
で
を
使

い
、
か
え
り
は
新
潟
空
港
か
ら
福
岡
へ
戻
っ

た
。途

中
長
野
で
二
泊
を
し
た
の
は
、
福
岡
の

歴
史
と
自
然
を
守
る
会
の
会
員
だ
っ
た
柳
町

ち
く
ま

冨
美
子
さ
ん
が
千
曲
市
に
お
ら
れ
、
娘
さ
ん

の
車
で
、
千
曲
市
や
長
野
市
を
案
内
し
て
下

さ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
千
曲
市
は
以
前
・

こ
う
し
よ
く

更
埴
市
と
言
っ
て
い
た
が
、
周
辺
を
合
併
し

て
千
曲
と
な
っ
た
。
千
曲
川
が
流
れ
、
武
田
・

上
杉
の
川
中
島
の
古
戦
場
も
あ
り
、
戦
国
合

戦
の
舞
台
で
あ
る
。
千
曲
の
名
は
更
埴
に
較

べ
、
歴
史
の
重
み
も
あ
り
詩
的
な
響
き
が
あ

る
。
長
野
の
二
泊
の
旅
で
、
松
代
城
と
そ
れ
を

（続）

公
＃

1
·
·
ー
、

彎
ー
・

土
は
空
襲
に
さ
ら
さ
れ
る
。

軍
部
は
松
代
の
山
の
中
の
内
陸
部
「
大
本

営
」
を
移
し
て
本
土
決
戦
に
備
え
よ
う
と
す

る
。
着
工
は
一
九
年
十
一
月
か
ら
開
始
さ
れ

た
。
松
代
の
象
山
地
区
（
佐
久
間

．
し
ょ
う
ざ
ん
（
ぞ
う
さ
ん
）

：
と
り
ま
く
名
所
旧
蹟
と
、
旧
大
本
営
地
下
壕
―
象
山
は
松
代
出
身
の
兵
学
家
・
旧
宅

一
跡
（
正
式
名
称
は
松
代
象
山
地
下
壕
と
な
っ
i
や
象
山
神
社
が
あ
り
、
象
山
ゆ
か
り
の
地
区

[
]
上
鬱
直
直
冒

一
に
軍
部
が
本
土
決
戦
の
拠
点
と
し
て
、
極
秘
一
し
も
大
戦
末
期
で
資
源
資
材
も
枯
渇
し
機
械

一
の
う
ち
に
壕
を
掘
削
を
進
め
て
い
た
も
の
で
：
力
を
使
っ
て
の
掘
削
で
な
く
人
力
と
人
海
で

ー
あ
る
。
こ
こ
に
天
皇
を
お
迎
え
し
て
大
本
営
一
行
わ
れ
て
い
る
。
投
入
さ
れ
た
日
本
人
、
朝
鮮

二
戦
時
ま
た
は
事
変
の
際
に
設
置
さ
れ
た
天
i
人
の
労
働
力
は
一
―

1
0
0万
人
に
及
ん
だ
。
三

一
皇
の
直
属
す
る
最
高
の
統
帥
機
関
）
と
政
府
一
交
代
、
昼
夜
兼
行
で
行
わ
れ
た
。
壕
は
幅
四
討
、

合
省
等
を
置
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
開
戦
二
高
さ
ニ
・
七

2
い
で
二
十
区
間
隔
に
掘
削
さ
れ
、

』
一
年
目
、
戦
局
は
厳
し
く
制
海
制
空
権
も
失
一
五
十
討
こ
と
に
横
の
連
絡
坑
が
あ
り
、
埜
盤

な
い
つ
つ
、
本
土
へ
の
決
戦
の
検
討
が
進
め
一
の
目
の
よ
う
に
掘
り
抜
か
れ
た
。
総
延
長
五
、

，
．
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
八
一
八
五
―
―
-
·
―
―
―
キ
ロ

2い
に
及
ん
だ
。
全
工
程
の
七
十

年
に
は
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
撤
二
九
貯
の
時
点
で
終
戦
を
む
か
え
中
止
と
な
っ

退
、
四
月
に
は
山
本
長
官
の
戦
一
た
。
天
皇
の
行
在
所
も
ほ
ぼ
出
来
あ
が
り
、
内

死
、
ア
ッ
ツ
島
守
備
玉
砕
、
一
九
一
部
の
生
活
の
場
所
の
た
め
の
資
材
も
連
ば
れ

年
に
は
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
失
―
は
じ
め
た
と
い
う
。

敗
、
サ
イ
パ
ン
、
グ
ア
ム
の
守
備
一
現
在
壕
内
は
五
百

2
い
が
見
学
可
能
で
あ

隊
玉
砕
と
レ
イ
テ
沖
海
戦
で
連
i
る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
壕
の
中
に
入
っ

合
艦
隊
の
主
力
を
失
う
。
敗
報
i
て
い
く
。
び
ん
や
り
と
し
た
空
気
、
壕
の
岩
は

が
つ
づ
き
、
南
方
に
展
開
し
て
一
見
る
か
ら
硬
く
、
掘
削
の
労
働
者
の
呻
吟
が

い
た
占
領
地
も
失
な
い
つ
つ
本
一
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

238 
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北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

有
り
無
し
の
風
に
揺
れ
つ
つ
し
づ
く
し
て
落
暉
に
耀
ふ
垣
の
ア
ジ
サ
イ

—:
~
7
0
`
`
[
[

『
』
こ
゜
言
言
『
『
コ

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
ミ
ツ
子

戦
野
よ
り
拾
び
し
い
の
ち
雨
の
H

の
ポ
ス
ト
に
つ
い
と
傘
さ
し
か
け
る

ロ
汀
”
汀
認
昇
賢
麟
‘
こ
の
突
飛
な
行
為
に
何
人

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

週
一
度
来
る
行
商
の
魚
屋
が
今
朝
も
浅
剃
を
売
り
て
ゆ
き
た
り

ロ
言
賢
賃
只
只
認
“
『
い
心
謬
瓢
芦
い
『

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

黄
の
あ
や
め
い
と
き
わ
や
か
に
咲
く
あ
し
た
卒
寿
と
な
り
ぬ
生
れ
日
今
日
は

ロ
彗
戸
い
言
彗
』
疇
汀
詞
炉
臼
喜

0歌
。
結
句

宗
像
市
田
久
井
上
光

「
父
の
日
」
を
子
に
励
ま
さ
れ
入
会
す
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
囲
碁
の
サ
ロ
ン
に

国
老
い
て
な
ほ
新
し
い
も
の
に
挑
戦
す
る
井
上
さ
ん
で
あ
る
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

朝
採
り
の
胡
瓜
の
ト
ゲ
を
気
に
し
つ
つ
隣
り
へ
あ
げ
る
垣
根
越
し
に
て

ロ
□以
虹
渭
塁5『
]
汀
言
霜
応
り
。
る
ト
ゲ
を
気

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

わ
が
肺
に
水
の
溜
り
て
息
乱
る
死
の
影
感
じ
明
日
を
思
は
ず

国
心
細
さ
が
故
に
つ
い
弱
気
に
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊

む
な
か
た
の
神
の
や
し
ろ
の
楢
の
葉
の
茂
み
し
づ
か
に
夏
は
来
れ
り

国
敬
神
の
気
持
は
判
る
が
「
神
の
」
「
し
づ
か
に
」
は
言
い
過
ぎ
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

あ
を
き
瞳
の
青
年
わ
れ
に
ほ
ほ
め
ば
ほ
い
や
り
か
へ
す
鳥
居
のF
に

国
四
句
「
ほ
ほ
ゑ
み
か
へ
す
」
の
方
が
素
直
で
い
い
と
思
う
。

社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5
日
メ
切

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

熟
し
た
る
桃
の
実
ふ
た
つ
落
ち
て
い
て
地
上
の
虫
に
羅
ら
れ
て
い
つ

国
「
落
ち
て
い
て
」
と
「
地
上
」

0

「
い
て
」
と
「
い
つ
」
の
重
な
り
が
気
に
な
る
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

朝
空
に
羽
こ
こ
ろ
み
る
燕
二
羽
つ
ば
め
返
し
に
空
と
ぶ
夢
を

口
誌
昇
言
＂”
m
:
]
謬
鐸
厄
」
『
塁
汀
と
を
夢

宗
像
市
大
島
杉
田
轄
子

オ
ン
ド
ル
に
腹
這
い
国
の
母
恋
い
て
泣
き
し
満
州
の
日
々
懐
か
し
き

口
冗
疇
爪
認
闘
臼
只
冒
言
口
汀

0
歳
な
り
き
」

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

腰
の
痛
み
出
ぬ
を
祈
り
つ
咲
き
終
る
さ
つ
き
の
剪
定
あ
と
は
一
鉢

国
喜
き
の
鉢
の
数
の
多
き
ゆ
え
か
年
の
せ
い
か
、
い
ず
れ
に
し
ろ
腰
痛
は
き
っ
し

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

ゴ
ミ
―
つ
拾
ふ
心
の
温
か
さ
吾
も
見
習
い
拾
い
な
ん

ロ
賃
贔
芦
認
t
i
彗
麟
芦
下
さ
い
。
下
句
は
「
そ

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

道
の
辺
に
咲
き
し
紅
き
草
の
花
歩
み
を
と
め
て
振
り
返
り
見
る

□
疇
詞
譴
訪
』
『
詞
昇□
疇
詞
」
臼
履
噂

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

不
景
気
も
ど
こ
吹
く
風
と
朋
友
と
ゲ
ー
ム
に
興
ず
時
間
忘
れ
て

国
「
ど
こ
吹
く
風
」
は
俗
ぼ
い
の
で
「
不
景
気
と
吾
は
思
え
ど
」
位
が
い
い
。

宗
像
市
光
岡
森
田
富
佐
子

友
の
部
屋
に
折
づ
る
蘭
の
花
開
き
小
さ
き
花
び
ら
友
と
愛
で
る
も

国
少
し
直
し
た
が
素
直
に
詠
わ
れ
た
所
が
い
い
。

福
津
市
花
見
佐
藤
純
一

吾
が
母
は
意
味
の
分
ら
ぬ
「
そ
そ
り
び
き
」
口
ぐ
せ
に
な
り
い
じ
め
を
ち
か
ら

国
房
境
に
は
い
っ
た
母
を
気
遣
う
歌
だ
が
「
い
じ
め
を
ち
か
ら
」
が
判
ら
な
い
。

福
市
津
中
央
池
浦
千
鶴
子

今
朝
と
り
し
新
玉
葱
の
切
り
口
ゆ
乳
色
の
汁
滲
み
て
や
ま
ず

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

河
鹿
嗚
く
千
石
峡
を
楽
し
み
に
歩
こ
う
会
の
予
定

B

印
す

~
卑
．
屑
蝙
―

そ
こ
こ
に
違
和
あ
る
こ
と
を
語
り
つ
っ
た
ま
さ
か
の
会
勢
は
す
酒
は

参
っ
た
と
言
ふ
感
じ
に
て
潮
び
き
し
岩
場
に
大
き
水
母
の
こ
れ
り

岸
辺
よ
り
泳
ぎ
去
る
鯉
見
つ
つ
思
ふ
病
み
て
よ
り
歌
見
せ
ぬ
女
人
を

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

雀
の
子
工
サ
を
さ
が
し
て
う
ろ
う
ろ
と

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

解
き
ほ
ぐ
す
捩
れ
ホ
ー
ス
や
茄
子
太
る

パ
ソ
コ
ン
が
故

障
し
ま
し
た
。

幸
い
デ
ー
タ
は
無
事
で
肩
を
撫
で
下
ろ

し
ま
し
た
が
、
使
用
で
き
な
い
数
日
間

は
仕
事
に
な
ら
ず
、
弊
誌
の
下
版
に
も

影
響
が
で
ま
し
た
▼
神
明
奉
仕
は
、
社

殿
・
境
内
の
美
化
、
公
的
・
私
的
祭
典
の

奉
仕
、
参
拝
者
の
応
接
が
ベ
ー
ス
で
す

が
、
当
大
社
も
三
部
六
課
ご
と
の
社
務

が
あ
り
、
小
生
は
広
報
で
す
。FA
X

も

使
い
ま
す
が
、
原
稿
や
諸
々
デ
ザ
イ
ン
、

写
真
貸
出
な
ど
の
大
半
が
現
在
は
デ
ー

タ
の
や
り
と
り
で
す
▼
し
か
し
今
回
、

便
利
な
反
面
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
場

合
、
素
人
で
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
こ

と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
結
局
出
入
り
の

業
者
さ
ん
に
修
理
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
メ
ー
カ
ー
に
出
す
と
中
の
デ
ー

タ
は
保
証
さ
れ
ず
、
初
期
状
態
で
戻
っ

て
く
る
と
の
こ
と
。
そ
の
業
者
さ
ん
が

神
様
に
み
え
ま
し
た
▼
「
不
易
流
行
」
、

神
社
も
時
代
の
流
れ
に
取
り
残
さ
れ
な

い
の
に
必
死
で
す
。
署
い
日
々
が
続
き

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
下
さ
い
。
（
塚
）

ぢで~ヽ• ---̀} 
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己

8月祭事暦
つきなみ

毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時～高宮祭

第二宮・第三宮祭
宗像護国神社祭 (1 日）

午前 11 時～総社祭
浦安舞奉奏(1日）
盟栄舞奉奏(1 5 日）

7日中津宮七夕祭

午後7時～ 於＝筑前大島中津宮

15日宗像護国神社千灯明祭

午後7時～ 於＝宗像護国神社

ゾ
回

匂
麗
品
集
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